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事例 20  特定外来生物の除去による森林生態系の保全  

（東北森林管理局  朝日庄内森林生態系保全センター）  

 

 

 

 

朝日庄内森林生態系保全センターでは、朝日山地森林生態系保護地域に

おいて、平成 29 年に特定外来生物であるオオハンゴンソウが確認されてか

ら、環境省羽黒自然保護官事務所、山形県、山形県山岳連盟等と協力して

オオハンゴンソウの駆除に取り組んでいます。  

令和３年度は、関係団体と同センター職員計 10 名でオオハンゴンソウの

駆除作業を実施し、駆除したオオハンゴンソウは約 2 時間の作業でビニー

ル 7 袋分（約 500 株）になりました。  

また、駆除方法の違いによる効果を検証するために、令和２年度に地上

部のみの刈取り（地上部駆除）と根茎までの除去（根茎駆除）の試験区を

設定し、令和３年度にオオハンゴンソウの本数と高さを計測しました。検

証の結果、地上部駆除よりも根茎駆除の方が翌年の再生数が約４割少ない

ことがわかりました。この結果を踏まえ、今後は根茎ごと駆除することと

しています。  

オオハンゴンソウは繁殖力が強く、生育範囲が急激に拡がることから、

引き続き関係団体と協力しながら朝日山地の生態系を守る活動を継続して

いきます。  

・山形県西村山郡 (にしむらやまぐん )朝日町 (あさひまち ) 
 朝日岳 (あさひだけ )国有林  
・（左）オオハンゴンソウの駆除作業 (令和３年５月 )  
（右）駆除したオオハンゴンソウの計測 (令和３年６月 ) 




